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取り上げたのは、1632年から 1640年にかけてルーダンのウルスラ会修道院で起こった有名な集




















































































（Candido Brugnoli）の『厄祓い l’Alexikakon』やジャン＝ジョセフ・シュラン（Jean-Joseph Su-











が認可し 2002年に義務化された典礼書『悪霊祓いや祈祷等について De exorcismis et supplication-
ibus quibusdam』では、典礼秘跡省 Congregazione per il Culto Divino e la Disciplina dei Sacra-










































































































































です。私は、1586年のシクストゥス 5世の教書「天と地 Coeli et terrae」と 1623年のグレゴリウ























































































































































































司教区の祓魔師であった、マクシミリアン・ドゥ・アザ（Maximilien de Haza, 1831-1909）は、
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